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2011年 1月 26‐ 27日新燃岳噴火に伴う火山灰輸送に関する数値実験
Numerical Simulation of Volcanic Ash Transport for the Eruptions at Mt. Shinmoe-dake
during 26-27 January 2011
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2011年 1月 26-27日新燃岳噴火による火山灰輸送を、気象庁非静力学モデルをベースとする噴煙－降灰モデルを用い
て再現し、衛星観測データによる検証を行っている。噴煙－降灰モデルは、火山灰の粒子サイズ・放出地点を初期条件
として与えることで大気中への火山灰放出を表し、単位質量空気に含まれる火山灰粒子の質量と数を予報変数として火
山灰雲の移流・拡散を再現する。計算領域は宮崎県沖から四国沖を中心として 2500km× 2000kmと広域にとり、水平解
像度は 5kmとした。
火山灰放出は、単純な鉛直一次元噴煙柱モデル (Suzuki, 1983; Shimbori et al., 2010)に基づき、噴煙頂高度・火山灰粒

子のサイズ・放出点高度の関数として与える。数値実験の結果、衛星で観測された火山灰雲の大局的な分布は再現でき
たものの、詳細に見ると火山灰雲の有無が観測データと異なる領域がみとめられ、仮定した火山灰放出点やサイズ分布
に改善の余地があることが分かった。そこで、より現実的な火山灰放出を初期条件として与えるために、噴煙ダイナミ
クスを考慮した 3次元直接数値計算を行った（Suzuki and Koyaguchi, 2013）。3次元直接数値計算の結果、従来の鉛直一
次元噴煙柱モデルから与えられる火山灰放出の関数に比べ、数 10µm未満の火山灰粒子の放出率のピークがより低い高
度に現れることが新たに分かった。この結果から推定される火山灰放出の関数を導入して、新たな噴煙柱モデルを開発
している。広域火山灰輸送に対する新しい火山灰放出の関数の効用について、数値実験の結果を示し議論する。
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